






















































































成 8年 8 月12日から同月15日まで、屋外の施設であるT市甲運動広場（以下、「本件運動広場」と
いいます。）等で開催される第10回 Dと称するサッカー競技大会（以下、「本件大会」といいます。）
に、同校サッカー部を参加させ、その引率者兼監督をB教諭としました。
























































































































































（ 7）	 前掲（注（ 6））188頁。この意味で他のスポーツ競技と比較して指導者の監督義務は高度なもの
になるでしょう。差戻審では、事故回避可能性が最大の争点となりましたが、これを肯定し、B教
諭の過失を認めました（高松高判平成20年 9 月17日判時2029号42頁）。
（ 8）	 拙稿「公立小学校の教員が、女子数人を蹴るなどの悪ふざけをした 2年生の男子を追い掛けて捕
まえ、胸元をつかんで壁に押し当て大声で叱った行為が、国家賠償法上違法とはいえないとされた
事例」民商法雑誌（2009年・有斐閣）141巻 3 号380頁。
（ 9）	 前掲（注（ 8））375頁。
（10）	 前掲（注（ 8））390頁。
